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図ー1 山口県の地質 5)

成年代から図-1に示す13種類の地質単元にまとめること

ができる.さらに，大局的には次の 3つの地域，①周防地

域(県東部地域)，②長門西部地域(県西部地域)，③阿武

地域(県北部地域)に区分される.①では古生代付加型堆

積岩，中生代高圧型変成岩，中生代付加型堆積岩および中

生代低圧型変成岩が配列をなしている.②においては古生

代石灰岩，古生代付加型堆積岩および中生代陸棚型堆積岩

が広く分布している.③においては中生代火山岩および新

生代火山岩の発達が特徴的である.表-2に地質区分の分

布面積を示す.中生代火山岩が23.5%，中生代深成岩が

22.7 %であり，その他は概ね 10%未満の分布である.

なお，高圧型，低圧型とは岩石が変成作用を受けるときの

圧力(温度)条件を指し，付加型とはプレートの沈み込み

運動に伴って，各種堆積物が海溝陸側斜面につけ加えられ

る作用を指す.

2.2 山口・小郡地域の地質と岩石

山口県のほぼ中央部に位置する山口一小郡地域の地質は，

古い方からベルム系宮野層 6)，ト リアス紀の変成年代を示

す周防変成岩 7)，白亜紀関門層群および周南層群禅定寺山

累層，白亜紀花商岩類・関連岩脈類および第四系に大別さ

れる.

宮野層は山口市仁保，赤妻，泉山に分布し， チャート，

珪質凝灰岩，砂岩および石灰質磯岩からなり周防変成岩と
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表-2 地質区分の分布面積 5)

地質単元
分布面積

(km2) (出)

新生代第四紀層 610.0 10.0 

新生代第三期些墜堆彊塑積蓋量岩
152. 5 2. 5 

f中E生生企代付陸加棚型型 579. 5 9. 5 
286. 7 4. 7 

古生代付加型堆積岩 372. 1 6. 1 
古生代石灰岩 91. 5 1.5 
新生代火山岩 268. 4 4.4 
新生代深成岩 30. 5 O. 5 
中生代火山岩 1433.5 23. 5 
中生代深成岩 1384.7 22.7 

中生代低圧型変成岩 207.4 3.4 
中生代高圧型変成岩 652. 7 10.7 
長門構造帯構成岩石 30.5 O. 5 

は断層関係にある.

周防変成岩は山口市仁保から南西方向にかけて分布し

ている.おもに泥質片岩や砂質片岩からなり，塩基性片岩，

珪質片岩の薄層や片状斑れい岩，単斜輝岩，蛇紋岩の大小

のレンズ状岩体を伴う 8)

宮野層相当層や周防変成岩と白亜系とは不整合関係あ

るいは断層関係にある.

関門層群の主要な分布地は地域と禅定寺山北西方であ
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る.そのほか山口市平野などに狭小に分布する.本層群は

陸成の下部白亜系で，下位の脇野亜層群と上位の下関亜層

群とに区分される 9) 前者は磯岩・砂岩・頁岩の互層から

なり，後者は事業岩・砂岩・赤色頁岩E層と安山岩質~デイ

サイト質火山岩類からなる 10) 本層群は周南層群に不整

合に覆われる 11). 12) 

周南層群禅定寺山累層は黒河内山周辺に東西に分布す

る.Murakami and Matsusatol3) によると，本層はおもに

乾陸上に噴出した火山岩類からなり，それらは形成時期に

よって I期(安山岩質溶岩・凝灰岩・凝灰角磯岩)， II期

(流紋岩質~デイサイト質凝灰岩・凝灰角磯岩・溶結凝灰

岩・凝灰質砂岩・頁岩・磯岩)およびE期(流紋デイサイ

ト質~デイサイト質溶結凝灰岩・貫入性角磯岩)に大別さ

れている.地質時代はセノマニアン~チユーロニアンとみ

なされている 12) このうちE期の流紋岩質結晶凝灰岩は

周南層群ではなく，阿武層群に属するとみなすのが妥当で

ある 14)

白亜系とその基盤を貫いて，白亜紀の貫入岩類が発達し

ている.それらは西南日本における花闘岩の帯状配列のう

ち山陽帯 15)に位置づけられ，パソリスをなす花樹岩類と

脈岩類とに大別される.花岡岩類は防府市切畑，山口市秋

穂二島および小野周辺に広く分布する.脈岩類は本地域の

いたるところに分布し，それらは石英閃緑岩・斜長斑岩・

ひん岩・花岡閃緑斑岩・石英斑岩・花筒斑岩・珪長岩・文

象斑岩・アプライトからなっている.そのほか溶結火山磯

凝灰岩岩脈と貫入性角磯岩が認められる.これらの脈岩類

の中で，本地域南西に分布する斜長斑岩と花樹閃緑斑岩か

らなる複合岩脈は酸性岩類ω.17) と呼ばれている.

2.3 山口県中西部の断層分布と地震活動

山口県には NE-SW方向の断層が卓越しており，一部に

NW-SE方向の断層が認められる(図-2参照).これらの断層

はいずれも明瞭なリニアメントを形成している.さらに，

その一部では変位地形が認められ，活断層である可能性が

指摘される.地形学的に認められる変位のセンスはNE-SW

方向の断層が右横ずれであるのに対し， NW-SE方向の断層

は左横ずれを示している NW-SE方向の代表的な断層とし

て，確実度 Iの菊川断層がある 18) NE-SW方向の断層は

主として地質境界を構成している.山口県中部には，この

方向の断層として，迫田一生雲断層や徳佐一地福断層，大原

湖断層，植野川構造線などが認められる.これらの断層は

合流したり分岐したりして，全体として弥畝山一大原湖断

層系を構成している.さらに，この断層系の北西に，三ヶ

岳東方断層と渋木断層，南西に佐波川構造線が分布してい

る.これらの断層のうち，大原湖断層と植野川構造線北部，

三ヶ岳東方断層と渋木断層，岩国断層帯に沿って右横ずれ

を示唆する変位地形が認められる.さ らに，山口県東部に

は岩国断層帯が存在している.

1997年山口県北部の地震の震央は，迫田一生雲断層の
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図-2 山口県中西部の断層と断層系

③ 量脱走た却と
そ由J威力エXム解

図-3 山口県中部地域で発生した被害地震の震央 19)

北東部付近に位置している(図-3参照).迫田 生雲断層

や徳佐一地福断層には，幅数m程度のカタクレーサイト帯

が伴われ，一部に断層ガウジも確認されている.この 2本

の断層はいずれも権野川構造線に合流している.大原湖断

層は確実度 IIの活断層であり∞，植野川構造線に連続す

る.この構造線に沿った山口盆地北縁では，地形的な変位

や第四紀の堆積物を切る露頭が確認されており，この構造

線も活断層として再活動していることが指摘される.

2.4 山口県中部地域での被害地震と震源断層

これまでに山口県中西部で発生した被害地震の震央を

図-3に示した.これらの被害地震のうち，最近になって

発生した1987年山口県中部の地震(M5.2)と1997年山口

県北部の地震(M6.1)の 2つの被害地震は弥畝山西一大原湖

断層系に沿っている.さらに，1991年周防灘の地震 (M6.0)

はこの断層系の南西延長部に位置している.いずれの地震

も震源の深さが 20km以浅であり，内陸地震に相当する.
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これらのことは， 3つの被害地震の発生が弥畝山西一大原

湖断層系もしくはそれを構成する活断層の活動に関連し

ている可能性を示唆している.

3. 地盤情報システムと地盤図の作成

3.1 地盤データベース 4)

本研究で用いた地盤情報システムの特徴は文献 4)で示

したように，既存ボーリングデータを詳細に入力でき，ボ

ーリング地点の緯度・経度を入力することによってボーリ

ング地点を数値地図上で取り扱うことができる点である.

また，ボーリングデータをデータベース化することによっ

て任意の断面の土質柱状図を推定することができ，土質試

験結果に基づいて液状化判定を行うこともできる.

3.2 断面図の作成

3.2.1 土質断面の形成 20)

図-4に土質断面図作成の手順を示す.作業は図に示すA
~E に大別できる.このうち A~C は予備的な作業であり，

土質断面図作成においてはDおよびEにおける作業が主要

なものとなる.

a) 調査地点の位置および地盤高の確認

調査地点の位置と地盤高が不正確である場合，作成され

た土質断面図は誤ったものとなってしまう.誤った土質断

面図は設計・施工に重大な影響を与えてしまうので調査地

点、の位置と地盤高は正確に把握されているかどうか十分

に確認しておく必要がある.また，調査地点の位置は調査

位置平面図上に正確にプロットするとともに，各地点の地

盤高および調査深度を記入しておく.

b) 土質断面の縮尺および縦横比の設定

土質断面図の縮尺および縦横比は調査の精度や目的に

応じ適切に設定する必要がある.しかし，実用的には地層

DI堆積環境の推定と柱状図の対比

E 

図-4 土質断面作成の手順 20)

の分布を明瞭に把握でき図面が繁雑化することのないよ

うにする.縮尺の縦横比は地形や地層が傾斜している場合

は 1: 1とするのがよい. しかし，調査深度と比べ調査地

点の間隔が大きい場合には縦横比を大きく設定した方が

地層の連続性を把握しやすく堆積物の状態を表現するこ

とができる

c)地表線および柱状図の記入

土質断面の縮尺および縦横比が決定されたら，それに基

づき地表線を記入しボーリング柱状図を記入する.地表線

は地形図などから読み取った点をプロットしできるだけ

忠実に地形を考慮する.また，ボーリング柱状図には特別

な場合を除き標準貫入試験N値の深度分布を併記する.

d)堆積環境の推定および柱状図の対比

ボーリング柱状図や地盤情報からの観察により地層の

時代区分や堆積環境を推定し地層の対比を行う.

3. 2. 2 山口地域

山口市は北部に中国山地があり，中央に植野川が流れて

いる.山口市中心街を対象として土質断面図を作成した.

図-5に山口市中心街の平面図を示す.図-6-8に山口市中

心街における代表的な 3断面における土質断面を示す.断

面A-A' (図-6)は山口市吉敷地域と山口市宮野地域を結

んだ土質断面である.最上部には砂質土層が厚さ約 5.0~

1.0mで堆積しており，その下部には部分的に粘土質砂お

よび、シルト質砂を挟み，砂質磯が 10.0 m程度堆積してい

る.さらに，粘土質砂，シルト質砂および軟岩層が存在す

る.N 11直は砂質磯および軟岩層において高い値を示してお

り.粘土質砂およびシルト質砂層においては低い値を示し

ている.断面 B-B' (圏一7)は山口市吉敷地域における土質

断面図である.最上部は表土および埋土であり，その下部

に砂質粘性土が堆積している.さらに，厚さ 10.0m程度

の砂質磯が堆積しており，その下部に軟岩層が堆積してい

る.N 値は断面 A-A' と同様に砂質磯層で高い値を示して

図-5 山口市中心街の平面図
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いる.断面c-c'(図-8)は山口市湯回地域と山口市大内地

域を結んだ土質断面である.最上部には砂質土が堆積し，

その下部には砂質磯，シノレト質砂および粘土質砂が堆積し

ている.N値は前述した 2断面と同様に，砂質磯および軟

岩層において高い値を示しており，シルト質砂および砂質

粘性土層では低い値を示している.

3.2.3 小郡地域

山口市中心街と同様に小郡地域においても土質断面を

作成した.小郡町は植野川下流に位置し，山口湾に面して

図-9 小郡地域の平面図
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図-11 小郡地域の土質断面図 (断面E-E') 
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いる地域である.国一9に小郡地域の平面図を示す.国一10

......12に代表的な 3断面における土質断面を示す.断面

D-D' (図-10)は山口市深溝地域における土質断面図であ

る.最上部は埋土であり，その下部には粘性土，シル ト，

粘土質砂およびシルト質砂が3.0rn程度堆積している.こ

れより下部はボーリング柱状図がなく推定できなかった.

断面 E-E' (図ー11)は山口市深溝地域における土質断面

を示したものである.断面D-D'と同様に最上部は埋土で

ありその下部には砂質粘性土および砂質シノレトが堆積し

ている.さらに下部には砂質礁が最大 19.0rn程度堆積し

100 

小郡地区(その1)北西4一一--南東
90卜断面D-D' 凡例

80ト 仁コ埋土

匡三ヨ粘性土
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国一10 小郡地域の土質断面図(断面D-D') 

100 

小郡地区(その3)

90卜断面F-F' 北東-~ ---南西
80ト 凡例

匡三ヨシルト混じり砂
砂質粘性土

C:::::J磯混じり砂

70 

地
盤
高
川

町田軟岩

F' 

国一12 小郡地域の土質断面図(断面F-F') 
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